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連
載
・
イ
ベ
ン
ト
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

東
北
復
興
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
！
【
前
編
】

―
―
我
々
が
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
ブ
ル
ネ
ル

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
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法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第⑰回

▼
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

ブ
ル
ネ
ル
父
子

前
号
の
コ
ラ
ム
で
紹
介
し

た
土
木
偉
人
に
関
連
し
て
エ

ン
ジ
ニ
ア
、
ブ
ル
ネ
ル
の
話

題
を
述
べ
る
。

イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ

ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
（Isamba

r
d
 
K
i
n
g
d
o
m
 
B
r
u
n

e
l
,
1
8
0
6
.
4
.
9

～

1859.9.15

）
は
、
今
年
９

月
15
日
、
没
後
１
６
０
年
に

当
た
る
。
残
念
な
が
ら
、
ブ

ル
ネ
ル
を
知
る
日
本
人
は
少

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
が
、

ブ
ル
ネ
ル
の
53
年
の
短
い
人

生
で
成
し
遂
げ
た
長
大
橋

梁
、
蒸
気
鉄
道
、
蒸
気
船
、

そ
し
て
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

駅
舎
や
ド
ッ
グ
な
ど
都
市
交

通
や
土
木
・
建
築
・
機
械
・

鉄
道
・
造
船
・
橋
梁
な
ど
の

広
範
囲
の
分
野
に
技
術
革
新

を
与
え
た
こ
と
を
知
る
と
、

驚
嘆
と
感
動
を
受
け
る
だ
ろ

う
。
彼
の
成
功
と
失
敗
の
事

績
は
ま
さ
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
挑
戦
）
と
い
う
言
葉
が
ふ

さ
わ
し
い
。

そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
イ

ザ
ム
バ
ー
ド
・
ブ
ル
ネ
ル
の

父
の
マ
ー
ク
・
ブ
ル
ネ
ル

（
１
７
６
９
～
１
８
４
９
）

か
ら
譲
り
受
け
、
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
た
も
の
と
い
え
る
。

父
マ
ー
ク
は
、
シ
ー
ル
ド
工

法
の
発
明
者
で
、
テ
ム
ズ
河

底
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
し
た
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
そ
の

ほ
か
、
大
量
生
産
方
式
の
実

践
な
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
満
ち

て
い
た
。

筆
者
は
、『
偉
大
な
る
ブ

ル
ネ
ル
の
挑
戦
』
と
い
う
著

書
、
ま
た
論
文
や
そ
の
他
の

著
作
で
、
ブ
ル
ネ
ル
父
子
の

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
気
概

を
、〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
〟
と
、
と
き
に
は
〝

ブ
ル
ネ
ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
〟

と
も
呼
び
、
伝
え
て
い
る
。

本
年
９
月
６
日
か
ら
10
月

26
日
ま
で
、
東
京
の
築
地
四

丁
目
の
「
築
地
よ
り
み
ち

館
」
で
開
催
中
の
『
挑
戦
す

る
エ
ン
ジ
ニ
ア

ブ
ル
ネ
ル

父
子
の
偉
大
な
る
軌
跡
展
』

は
、
ブ
ル
ネ
ル
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
知
っ

て
、
東
北
復
興

に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
筆
者
の

企
画
で
あ
る
。

▼
父
と
子

父
マ
ー
ク
・

イ
ザ
ム
バ
ー

ド
・
ブ
ル
ネ
ル

（Sir Marc Is

ambard 
Brun

el

、1769

～

1849

）
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
地

方
の
旧
家
に
生

ま
れ
た
。
マ
ー

ク
は
数
学
や
工

学
に
興
味
が
あ

優
勝
し
た
。
工
事
の
開
始
は

資
金
不
足
で
遅
れ
、
完
成
は

彼
の
没
後
５
年
後
で
あ
っ
た

が
、
21
世
紀
の
現
在
も
供
用

さ
れ
て
お
り
、
ブ
リ
ス
ト
ル

の
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

ク
リ
フ
ト
ン
吊
り
橋
で
名

声
を
得
た
子
ブ
ル
ネ
ル
は
、

ロ
ン
ド
ン
～
ブ
リ
ス
ト
ル
を

結
ぶ
Ｇ
Ｗ
Ｒ
グ
レ
イ
ト
・
ウ

エ
ス
タ
ン
鉄
道
（Great We

stern 
Railway

）
を
提
案

し
、
建
設
を
担
当
し
た
。
ブ

ル
ネ
ル
は
、
そ
の
駅
舎
、
軌

道
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
、
そ
し

て
蒸
気
機
関
車
ま
で
も
自
身

が
設
計
し
た
。
１
８
３
８
年

５
月
31
日
、
最
初
に
開
通
し

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
順
次
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ブ

リ
ス
ト
ル
ま
で
１
９
０
㌔
㍍

の
蒸
気
鉄
道
が
、
広
軌
鉄
道

と
し
て
開
通
し
た
。

息
子
ブ
ル
ネ
ル
は
、
快
速

蒸
気
船
グ
レ
イ
ト
・
ウ
エ
ス

タ

ン

号
（ss 

Great 
Weste

rn

）
で
実
績
を
上
げ
た
後
、

プ
ロ
ペ
ラ
推
力
の
蒸
気
船
グ

レ
イ
ト
・
ブ
リ
テ
ン
号
（ss 

Great 
Britain

）
の
建
造
に

取
り
掛
っ
た
。
建
造
に
際
し
、

彼
は
こ
れ
ま
で
の
木
造
船
で

な
く
錬
鉄
船
を
採
用
。
加
え

て
、
こ
れ
ま
で
の
外
輪
船
方

式
で
な
く
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
ロ

ペ
ラ
船
に
よ
る
推
進
方
式
を

り
、
勘
当
の
身
と
な
っ
て
英

国
海
軍
の
見
習
い
と
し
て
、

製
図
法
な
ど
を
学
び
、
自
由

の
国
に
憧
れ
米
国
に
出
稼
ぎ

に
出
か
け
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
設
計
コ
ン
ペ
に
応
募

し
、
優
勝
は
逸
し
た
も
の

の
、
高
評
価
を
受
け
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
の
設
計
者
と
し
て

実
績
を
積
ん
だ
。

成
功
し
た
マ
ー
ク
は
、
恋

仲
だ
っ
た
ソ
フ
ィ
ア
と
結
婚

す
べ
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
英
国
に
渡
っ
た
。
上
陸
し

た
南
部
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
で

は
、
仏
国
籍
な
の
で
大
変
苦

労
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
や

ル
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
へ
の
入

学
は
仏
英
の
ハ
ー
フ
で
あ
る

こ
と
で
許
可
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
英
国
の
父
の
下

で
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
実

務
の
修
業
を
し
た
。
シ
ー
ル

ド
工
法
の
発
明
者
の
父
が
施

工
し
て
い
た
テ
ム
ズ
・
ト
ン

ネ
ル
工
事
に
参
画
し
、
サ
イ

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
現
場

で
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
が
、

数
度
の
落
盤
事
故
で
負
傷
し

現
場
を
離
れ
た
。

そ
の
療
養
中
に
、
ブ
リ
ス

ト
ル
の
ク
リ
フ
ト
ン
吊
り
橋

の
設
計
コ
ン
ペ
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
こ
れ
に
応
募
し
て

が
て
技
術
者
と

し
て
の
成
果
が

認
め
ら
れ
、
ソ

フ
ィ
ア
と
も
結

婚
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
２
人

の
間
に
は
２
女

１
男
が
生
ま

れ
、
そ
の
一
人

息
子
が
、
イ
ザ

ム
バ
ー
ド
・
キ

ン
グ
ダ
ム
・
ブ

ル
ネ
ル
で
あ
る
。

▼
子
ブ
ル
ネ
ル

マ
ー
ク
は
、

息
子
に
幼
少
の

こ
ろ
か
ら
英
才

教
育
を
施
し
、

フ
ラ
ン
ス
の
リ

セ
で
も
学
ば
せ

た
が
、
エ
コ
ー

採
用
し
た
蒸
気
船
（
帆
も
併

用
）
を
建
造
し
た
。
さ
ら
に

ブ
ル
ネ
ル
は
当
時
、
植
民
地

だ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま

で
喜
望
峰
で
１
回
の
石
炭
補

給
で
済
む
巨
大
蒸
気
船
（ss 

Great 
Eastern

、

２

１

１

㍍
、
１
万
９
０
０
０
㌧
）
を

建
造
し
た
。
こ
の
船
は
、
そ

の
後
、
大
西
洋
横
断
通
信
ケ

ー
ブ
ル
の
敷
設
に
貢
献
し
た
。

▼
前
編
の
ま
と
め

ブ
ル
ネ
ル
父
子
は
こ
の
よ

う
に
、
い
ろ
い
ろ
の
技
術
変

革
を
行
っ
た
。
次
の
言
葉
が

あ
る
。

「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
我
々
が

ど
こ
か
ら
来
た
か
を
教
え
て

く
れ
た
が
、
ブ
ル
ネ
ル
は

我
々
が
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。」

　
【
次
号
へ
続
く
】

◆［関西］スマートエネルギー Week 2019
（第7回［関西］太陽光発電展 ～／第6回
［関西］二次電池展／第6回［関西］スマ

ートグリッド EXPO ／第4回［関西］バイ
オマス展／第3回［関西］火力発電 EXPO）
会期：9月25日（水）～ 27日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
インテックス大阪（大阪市住之江区
南港北1-5-102）▷入場料：事前登録
の上で招待券持参で無料／招待券が
無い場合は5,000円▷主催：リード
エグジビション ジャパン/問合せ
先：＜出展に関して＞03-3349-8576
／＜来場に関して＞03-5324-1312

◆京都スマートシティエキスポ2019
会期：2019年10月3日（木）・4日（金）
▷開催時間：14：00 ～ 17：10▷会
場：けいはんなオープンイノベーシ
ョンセンター（KICK）／国際高等研究
所／けいはんなプラザ／けいはんな
各研究機関▷参加費：無料▷主催：
京都スマートシティエキスポ運営協
議会/問合せ：運営委員会050-5804-
1338（サクラインターナショナル内）

◆第9回 農業Week（国際 農業資材 EXPO
／国際 次世代農業 EXPO ／国際 6次

産業化 EXPO ／国際 畜産資材 EXPO）
会期：2019年10月9日（水）～ 11日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00）▷会場：幕張メッセ（千
葉市美浜区中瀬2-1）▷入場料：事前
登録の上に招待券持参で無料／招待
券が無い場合は5,000円▷主催：リー
ドエグジビション ジャパン/問合せ
先：＜出展に関して＞03-3349-8511
／＜来場に関して＞03-6362-6785

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2019
会 期：2019年10月16日（水 ）～ 18日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
（最終日は16：00まで）▷会場：長浜
バイオ大学ドーム（滋賀県長浜市田
村町1320）▷参加費：無料（事前登録
制）▷主催：びわ湖環境ビジネスメ
ッセ実行委員会/問合せ：実行委員
会事務局077-528-3793（滋賀県庁 東
館2階 モノづくり振興課内）

◆第8回ふくしま・再生可能エネルギ
ー産業フェア（REIFふくしま2019）
会 期：2019年10月30日（水 ）・31日
（木）▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷
会場：ビッグパレットふくしま（福島
県郡山市南二丁目52番地）▷入場料：
無料（事前登録制）▷主催：福島県／
公益財団法人福島県産業振興センタ
ー /問合せ先：公益財団法人福島県

産業振興センター エネルギー・エー
ジェンシーふくしま024-959-1961

●未来社会を支える温暖化対策技術シン
ポジウム in 関西
会期：9月26日（木）▷開催時間：13：00
～ 17：25（受付開始12：30）▷会場：大阪
科学技術センター大ホール（大阪市西区
靱本町1-8-4）▷参加費：無料（事前申込
制）▷主催：公益財団法人地球環境産業
技術研究機構/問合せ先：0774-75-2301

●ISEP設立20周年プレイベント「エネルギ
ーデモクラシーで持続可能なエネルギー
未来を創る」
会期：2019年9月27日（金）▷開催時間：
13：10 ～ 16：30（開 場13：30）▷ 会 場：
新宿歴史博物館（東京都新宿区四谷三栄
町12-16）▷参加対象：環境NGO ／企業／
自治体／研究者／学生／市民など▷参加
費：無料（要事前申込）▷主催：環境エネ
ルギー政策研究所（ISEP）/問合せ：ISEP 
03-3355-2200

●NPO法人農都会議 東北大震災復興支
援勉強会『再エネ水素活用で脱炭素社
会へ大転換』　～低炭素水素サプライ
チェーンの構築に向けた技術開発～
会期：2019年10月5日（土）▷開催時間：
13：30 ～ 16：45（開場13：00）▷会場：
港区商工会館 2階研修室（東京都港区

海岸1-4-28）▷資料代等費用：一般 
2,000円／会員・学生・生協組合員
1,000円▷共催：NPO法人農都会議／
ダンタニ・グリーンエナジー・ソリ
ューションズ合同会社/問合せ・申込：
WEBフォーム＝ http://urx3.nu/naPw

●第4世代地域熱供給 4DHワークショップ
会期：2019年10月7日（月）▷開催時間：
15：00 ～ 17：30（受付開始14：30）▷
会場：早稲田大学 西早稲田キャンパ
ス 55N号館 1階 第二会議室（新宿区
大久保3-4-1）▷参加費：無料（要事前
申込）▷主催：早稲田大学 高口研究
室／デンマーク大使館／環境エネル
ギー政策研究所（ISEP）/問合せ：ISEP 
4DHフォーラム事務局03-3355-2200

●NEDO ／ デ ン マ ー ク エ ネ ル ギ ー セ ミ ナ ー
2019「再エネ大量導入時代のエネルギーシ
ステム―デンマークの経験を基に系統運
用、熱利用、VPP ／ V2Gの未来を考える―」
会期：2019年10月8日（火）▷開催時間：
13：15 ～ 17：30（受付開始12：45）▷
会場：NEDO分室（東京都千代田区霞が
関1-4-2 大同生命霞が関ビル12F）▷
参加費：無料（事前申込制）▷主催：
新エネルギー・産業技術総合開発機
構（NEDO）／駐日デンマーク大使館/問
合せ先：NEDO スマートコミュニティ
部 smartcommunity@ml.nedo.go.jp

●RE-Users地域連携プロジェクト（大阪）
「企業価値を高める自然エネルギーの

利用拡大」
会期：2019年10月16日（水）▷開催時
間：13：10 ～ 16：20（交 流 会16：20
～ 17：00）▷会場：おおさかATCグリ
ーンエコプラザ セミナールーム（大
阪市住之江区南港北2丁目1-10）▷参
加費：無料（要事前申込）＊交流会は
有料1,000円▷主催：おおさかATCグ
リーンエコプラザ実行委員会/問合せ：
https://www.renewable-ei.org/

●第10回日独エネルギー・環境フォーラム
会期：2019年10月29日（火）・30日（水）
▷開催時間：両日とも9：30から▷会
場：WTCコンファレンスセンター（東
京都港区浜松町2-4-1 世界貿易セン
タービルディング）▷参加費：無料（事
前登録制）▷主催：国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機
構（NEDO）／ドイツ連邦環境・自然保
護・原子炉安全省（BMU）／ドイツ連邦
経済・エネルギー省（BMWi）/問合せ：
「第10回日独エネルギー・環境フォー
ラム」申込事務局03-5362-0117（オー
エムシー内）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（9月～ 10月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会展示会

た
ロ
ン
ド
ン
～
メ

イ
デ
ン
ヘ
ッ
ド
間

の
40
㌔
㍍
の
開
通

式
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
女
王
を
迎
え
て

父マーク（左）と子イザムバード（右）

グレイト・ブリテン号（98㍍、3400㌧）


